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ハロー読者の皆さん。この連載を行うこ

とになってから、以前に増して海外でのブ

ログ利用動向を調べているのですが、話

題になっているニュースは大企業のブロ

グ利用の失敗例が多く、海外企業も皆さ

ん苦戦しているようです。今回は、大企業

がブログの活用に暗中模索の最中、大学

生活をエンジョイしながら、自分で作った

服をブログで紹介・販売して稼いでしまっ

ている19歳の女子学生を紹介します。

まずブログありきで

ファンを獲得していた

今回の主人公は、米国でもリゾート地と

して有名なフロリダの大学に通う19歳の

日系人女子学生ケイコ・グローブスちゃ

ん。

2003年12月、高校生の彼女は、米国

で100万人以上のユーザーがいる人気の

無料ブログサービス「Liverjournal.com」

を使って、日記代わりにブログを書き始め

ました。常にデジカメを持ち歩いて自分や

友達の写真を撮影し、趣味のファッション

と音楽の話題を中心に日々の生活をブロ

グに書き込んでいたそうです。いわゆるア

メリカンガールの青春白書的な内容が共

感を呼び、彼女の周りの友達はもちろん、

ヨーロッパやアジア各国からも同年代の

ブログ読者が増えていきました。

ファッションが大好きだと言う彼女、ブ

ログを書く一方、既製服だけでは物足り

ず、フリーマーケットやオークションサイト

で激安価格で買ってきた服を自分で改造

したり、おばあちゃんに教えてもらいなが

ら服を一から作ったりしてしまうほどの凝

りようだったそうです。

そんな彼女が大学に入学すると、普段

から着ていた自作の服に対して周りの友

人から「どこで買ったの？クールだから私

も買いたい」と聞かれることが増えたそう

なのです。そこで自分で作った服を販売

するサイトをボーイフレンドにデザインして

もらって作り、ブログで宣伝してみたとこ

ろ、またたくまに売れてしまったということ

なのです。

服を売り出してから1年ほど経ちますが、

ブログで紹介した服が数日で売れる状況

が続いており、今では平均して月に700ド

ル～800ドルを売り上げているそうです。

服の注文はフロリダはもちろんニューヨー

ク、はたまたニュージーランドやロンドン、

オーストリアなど世界中から注文があると

のこと。

顔の見えるコミュニケーションで

ECサイトとブログを連動

ブログのビジネスへの活用方法として、

ブログとECサイトとの連動というテーマ

が最近話題になっており、ブログサービス

のベンダーもAmazonのアフィリエイトサ

ービスとの連携メニューを発表しています

が、まだまだ「補完的な収入程度で、ブロ

#2 19歳女子大生の洋服販売サイトに見る
売り主と顧客の近くて深い関係
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グだけでECサイトを運用することは難し

い」のが一般認識というところでしょう。そ

んな中、コンピュータおたくでもない女子

大生が、自分のブログで服を売って生活

しているというこの事実は、今後のブログ

とECサイトの連動を考えていくうえで考え

させられる要素が多分に含まれているの

ではないでしょうか？

ケイコちゃんの場合は、服を売ろうと思

いついたときに、すでに人気ブログを持

っていたわけですが、人気ブログでモノを

売ればだれでも儲かるというわけではない

でしょう。ビジネス的に見ると立派な「EC

ブログ」である彼女のサイトですが、今も

その内容はもっぱらファッションと音楽、

そして彼女の学生生活の写真が中心です。

その読み物とコミュニケーションの場所と

ブログにはケイコちゃんの顔見せ写真が
たっぷり。もちろん見せたいのは自作の
洋服なのだが、実際に「顔が見える」こと
による読者の親近感は大きいでしょう。
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しての存在が（彼女のブログは読者から

のコメントの投稿数が非常に多いです）、

彼女のブログに世界中の同世代の読者を

ひきつけ、そして彼女の作った服を買って

もらうことにつながっているのです。

スタッフの顔が見えるサイトにすること

で売り上げが伸びると言う定説もあり、サ

イト上に顔写真と自己紹介を掲載してい

るECサイトもよく見受けられます。顧客に

対してよりパーソナルなメッセージを伝えて

いけるという意味でECサイトにとってのブ

ログの可能性は大きいと言えるでしょう。

これまでのECサイトとは異なる

売り主と顧客の関係

ケイコちゃんのブログは地元で「ブログ

で服を売って儲けている女子大生がい

る！」と話題になり、オーランド市の新聞

『Orland Sentinel』紙でも取り上げられ

ています。そこで紹介されている常連客の

1人でカリフォルニアに住む16歳の女子

高生ホリー・ウォンちゃんのインタビューが

示唆的です。

「ケイコはオリジナルな要望に応えて服

を作ってくれるのでうれしい。服のできば

えには満足しているし、モールに買い物に

行って既製品を買うのと違ってデザイナー

に友達感覚でいろいろ頼めて楽しい」

ブログの持つ「個人主体の自己発信」

「読者とのコミュニケーション」という特性

が、ケイコちゃんと顧客との関係をただの

ECサイトの売り主と顧客との関係とは一

味もふた味も違った形に築かせているの

ではないでしょうか。日本でもよく「有名芸

能人・モデル愛用」としてファッションアイ

テムが派手に売られていますが、ブログを

通して培われる顧客関係の深さと可能性

は、どこか未来のソーシャルネットワークを

想像させる何かを持っている気がします。

ニューヨークのPR会社の副社長である

スティーブ・ルーベルは自らのブログの中

で、「僕が怖くなるくらいの未来のスーパー

マーケッターを紹介する」とケイコちゃんの

ECブログを紹介しています。ちょっと褒め

過ぎではないかと思わなくもないですが、

ケイコちゃんに今後の野望を聞いてみた

ところ、こんな答えが返ってきました。

「実は、私のバンド『Astoria Brawn』で

今度ヨーロッパツアーをすることが決まっ

たの。できれば将来プロとして音楽活動

をしていきたいと思っているわ。でもブロ

グを止めるつもりはないわよ。iBookさえ

あれば、ツアー中どこからでもブログを更

新できるし、それにバンドのグッズをデザ

インしてブログで売っていくつもりなの！」

インターネットに慣れ親しんだヤングキ

ッズたちが作り出す新たな未来から目が

離せません。

DATA：ブログのビジネス活用

米国の女子大生ケイコ・グローブスの日

常生活を綴ったブログ「prelapsarianme」。

自作のシャツ、スカート、アクセサリーな

どをブログ上で読者にアピールして、別の

ウェブサイト「Postlapsaria.com」で販

売している。

ブログの企業利用と言うと、売りたい

商品やサービスに関連するブログを新た

に立ち上げることが多いが、この場合は、

ずっと続けている自分のブログの読者に

対して、ブログの内容に関連した商品を販

売している点が異なる。

人気ブログともなれば、既存の小さな

メディアよりも多くの読者が付いているこ

とも多いため、その読者層をうまくビジネ

スに結びつけられればメリットは大きい。

prelapsarianme／Postlapsaria.com
http://www.livejournal.com/~prelapsarianme/  http://www.postlapsaria.com/［ ］

REPORTED BY

滝日“TOM”伴則

アイオイクス代表取締役。2002年2月に

日本初のSEO情報サイト「SEO Japan」

を開設するなど、SEO現場での実戦経験

を元に活躍。また、SEOだけでなくウェ

ブやインターネットビジネスに詳しく、最

近はウェブマーケティングの一環としてブ

ログビジネスにも深い関心を持っている。

http://www.ioix.com/

ブログ（上）も販売サイト（右）も、運営者の写真
を多用した親しみのわくものになっている。

また、このブログは、ブログASPサー

ビスLivejournalの無料アカウントを利用

しているため、ブログの更新に関する予算

はほぼゼロだ（商品販売サイトのドメイン

維持費とホステイング費で年間数十ドル

かかっているが）。

ブログ名：prelapsarianme
http://www.livejournal.com/

̃prelapsarianme/
販売サイト名：Postlapsaria.com

http://www.postlapsaria.com/
ブログを書くのは：Keiko Groves（販売サイトオ
ーナー）
投稿数：10～20エントリー／月
使用ツール：Livejournal.com
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